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広 陽
帯広市立広陽小学校 校長 大島 健

１２月(師走)も残り僅かとなりました。８月２０日にスタートした２学期。どの学級も本校の教育

課程に即し、「おち、もれ」なく、計画していた教育活動を終えることができました。この間、子ど

もたちが大きな事故や大きなけがも無く、そろって終業式を迎えられることを、何より嬉しく思いま

す。

○さて、いよいよ冬休みです。期間中にはお正月がきます。昔ながらのお正月を迎える情景はだん

だん薄れてきましたが、しかし１年を終え、新しい年を迎える節目です。陽光は昨日と同じかもしれ

ません。でも、それを「初日」として、観る(願う、祈る)日本人としての「心」と「礼儀」は、いつ

の時代でも大切にしてほしいものです。

○４月当初から広陽小学校の子どもたちに言い続けてきたことに、「整える」「交わす」「みがく」

があります。終業式でもふれますが、とくに交わす「あいさつ」は、人間が生活していく上での最も

基本的なことです。ぜひ、ご家庭でも話題にしてみてください。

○これから一層、歩道が狭い・車から見えにくい・滑りやすい路面になります。３学期の始業式に

子どもたち全員が元気に笑顔で登校できるよう、ご家庭でも、交通安全には 毎日、一声をお願いし

ます。

○平成３０年度「体罰調査」の用紙を各家庭に配布させていただきました。毎年行われている調査

です。お忙しいとは思いますが、ご協力をよろしくお願いします。

○広陽小学校スケートリンクのオープンは、今のところ１月７日(月)を予定していますが、天候状

況によっては７日以降になる場合もあります。リンクオープンについては、安全メールで一斉に保護

者の皆様に連絡をします。どうぞよろしくお願いします。

冬休み期間中に学校閉庁日を設定します

広陽小学校の「閉庁日」は１２月２９日(土)から１月３日(木) 迄です
ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

(学校閉庁日の実施に関するお問い合わせ先 )

帯広市教育委員会 学校教育部 学校教育課 教職員担当(電話 0155－ 65－ 4204)
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１月 １日(火) 元旦 学校閉庁日

平成３０年度全国学力学習状況調査(本校６年) ２日(水) 学校閉庁日

の結果について概要をお知らせします。詳しい分 ３日(木) 学校閉庁日

析については、本校ＨＰを見ていただけるとあり １４日(月) 成人の日

がたいです。 １７日(木) スケート教室

【国語Ａ 主に知識や技能の定着に関する問題】 ２１日(月) ３学期始業式 交通安全指導日

正答率は、全道・全国平均を上回りました。 ２２日(火) 給食費(高)

領域別にみると、「話す・聞くこと」において 冬休み図書返却 1/25 迄

大変よい結果が得られました。反面「書くことに」 ２３日(水) 給食費(中) チャレンジタイム

については課題がみられました。 ２４日(木) 給食費(低) 児童会

【国語Ｂ 思考力や活用力に関する問題】 ２５日(金) 給食費(予)

正答率は、全道・全国平均と同じ状況でした。 ２８日(月) 冬休み作品展 2/4 迄

領域別にみると、「書くこと」が昨年にくらべ 図書貸し出し開始

大変よい結果が得られました。反面「読むこと」 ２９日(火) ＣＲＴ学力検査

に課題があることがはっきりしました。 ３０日(水) ＣＲＴ学力検査 さんさんﾊﾟｰｸ

【算数Ａ 主に知識や技能の定着に関する問題】 スケート記録会(６・３年)

正答率は、全道・全国平均を上回りました。 ３１日(木) スケート記録会(５・２年)

領域別にみると、「量と測定」「図形」「数量関 ◎ 冬休み中は、寒さのため家にとじこもりが

係」が大変よい結果となりました。今後も基礎的 ちになります。健康のため適度な外での運動

な内容の習熟に努めてまいります。 を心がけてほしいと思います。

【算数Ｂ 思考力や活用力に関する問題】

正答率は全国平均をやや下回り、全道平均とはほぼ同じ状況でした。

すべての領域で正答率がよくなり、昨年度比較して、全国平均との差が縮まりました。今後も課題

をしっかり明らかにして、指導に力を入れていきます。

【３年ぶりの調査となった 理科について】

正答率は、全道・全国平均を上回りました。

領域別にみると、特に「関心・意欲・態度」と「知識・理解」が、全国平均を上回り、良い結果と

なりました。反面「観察・実験の技能」については、全国平均を下回り、課題がみられました。

【児童質問紙の回答から】

起床、就寝時間、朝食などの生活リズムはこれまで同様にしっかりと身についています。特に宿題

予習、復習などの家庭学習の時間が大きく伸びました。しかし、読書の時間は全国と比較しても課題

が残りました。

【今回の結果を受けて】

〇国語、算数をはじめ全ての教科や活動で主体的に考え、豊かに表現できる児童の育成に努める。

〇特に算数科では、習熟度別学習や個別指導の充実を図っていく。

〇学習規律を徹底・定着することにより、落ち着いた学習環境作りを継続する。

〇読書活動の推進や書く、伝え合う活動を通して、語彙力を高め、学び合いの時間を大切にする。


